
 
 

市内の湧水の状況について 

 

１．概要 

  令和元年 11 月 8 日に開催された第 2 回環境審議会において、次期環境基本計画における

「生き物の生息の場の保全再生」に関する取り組みのうち「湧水の保全対策を推進する」こと

について、市内の湧水の現況がどうなっているのか質問があった。 

  これを受け、環境省の「湧水保全ポータルサイト」で市川市の代表的な湧水として紹介され

ている 8箇所について調査を行った。 

 

２．調査地点 

No 名称 所在地 概要 ※ 

1 羅漢の井 国府台 3-9 里見公園の一角にあり弘法大師のいわれのあ

る湧水。 

2 弁財天神社 北国分町 1371番地先 境内にある池の中に滲み出している。 

3 名称なし 稲越町 301番地 斜面地の下の窪地に滲み出していて厳島神社

の池に導水している。 

4 弁天池公園 曽谷 2-33 公園にある池の中に滲み出している。 

5 七面神社 曽谷 3-11-1 境内にある池の中に滲み出している。 

6 大町自然観察園 大野町 4丁目 湧水群により大小の池と湿地を形成している。 

7 弁天宮 大町 180番地先 湧水の池。 

8 美濃輪の湧水 本北方 3-23-34先 土地区画整理で整備された、湧水の池と水路。 

※ 環境省の湧水保全ポータルサイトより引用 
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３．調査結果 

No.1 羅漢の井（国府台 3-9） 

遠景 近景 状況等 

  ・里見公園南側の斜面

下 より湧出 
・飲用には適さない旨

を 記載した看板あ

り。 
 

 

No.2 弁財天神社（北国分町 1371番地先） 

遠景 近景 状況等 

  近隣住民によると、ケ

ヤキの木（赤丸）の下辺

りから滲み出している

とのこと。 
 

 

No.3 名称なし（稲越町 301番地） 

遠景 近景 状況 

  ・滲み出し箇所の特定

はできない。 
・池の周囲は転落防止

柵に囲われている。 
 

 

No.4 弁天池公園（曽谷 2-33） 

遠景 近景 状況 

  ・公園北側の湿地から

滲み出している。 
・池の周囲には散策園

路がある。 
 

 

 



 
 

No.5 七面神社（曽谷 3-11-1） 

遠景 近景 状況等 

  ・細いパイプから水が

出ているが、湧水で

あるかは不明。 
・池の周囲は転落防止

柵に囲われている。 

 

No.6 大町自然観察園（大野町 4丁目） 

遠景 近景 状況等 

  公園の北東端から滲み

出しており、湧水が湿

地を作り出している。 

 

No.7 弁天宮（大町１８０番地先） 

遠景 近景 状況 

所在を確認できず。 

 

No.8 美濃輪の湧水（本北方 3-23-34地先） 

遠景 近景 状況 

  ・南側の美濃輪台地よ

り滲み出した湧水を

1箇所に集めている。 

・池の周囲は転落防止

柵に囲われている。 

 

 

◎ 市内の代表的な湧水 8地点について調査したところ、大町の弁天宮以外については所在の

確認ができた。詳細な滲み出し箇所が不明な地点もあったが、公園や古くからの神社の池

等の湧水環境が残されており、現在も湧水を目にすることなど、市民が身近に親しむこと

ができる。 
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